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る宍道湖周辺の地質を宍道湖南岸に重点を置き研究をお
こない，第三紀中新統を下位の布志名統と上位の松江統
とした．さらに布志名統を下位から来待層，下部布志名
層及び，上部布志名層とし，松江統を下位から，かんら
ん石粗面玄武岩，津田層，角閃石粗面玄武岩及び，松江
層に細分した．その後，富田・酒井 (1938)は，角閃石安
山岩類を松江統に含めた．その後，この角閃石安山岩は，
和久羅山安山岩として，松江層から区別されている（西
山・三浦，1963：応地・応地，1966：宮嶋ほか，1972）．
その他にも松江層については，宮嶋 (1972)や鹿野 (1993)

など，層序学的にはいくつかの提案がある (詳細は，宮
嶋ら (1972)，及び鹿野 (1993)を参照 )．本研究では，松
江層玄武岩の記載岩石学的詳細を明らかにするため，松
江層を最も細かく分類した宮嶋ら (1972)をもとに行っ
た．
 宮嶋ら (1972)は，松江層が茶臼山玄武岩，鼻曲玄武岩，
上乃木玄武岩，津田玄武岩，東光台玄武岩，楽山玄武岩
の大きく 6枚の玄武岩溶岩と 1枚の同質凝灰岩及び 1枚
の酸性凝灰岩をはさむ主に砂がちの地層で，所々に薄い
泥岩や亜炭層を伴っていることを示した．宮嶋らの分類
をまとめると以下の通りである (表 1)．
 その後，鹿野ほか (1993)の研究では，松江層は軸長数
kmの複数の褶曲が繰り返す複向斜をなしているうえに
露出が悪く，また市街地化に伴う建物の造成などにより
松江層玄武岩の露頭での観察が層序学的には困難なもの
となっている現状から，確かな鍵層がない限り，松江層
中に玄武岩層が何枚あるのかを確定することは難しいと
した．現在では層序学的には，この考えが最も一般的な
ものである．

Ⅰ．はじめに

 松江市中心部には，出雲層群最上部の松江層が，大橋
川をはさんで分布している．これらはしばしば丘陵をな
し，茶臼山，切剥山，上乃木丘陵，東光台，楽山，等と
それぞれ呼ばれている．なお，宍道湖に位置する嫁島も
松江層の玄武岩の一部である．宮嶋ほか (1972)によると，
松江層は大きく 6枚の玄武岩溶岩と 1枚の同質凝灰岩及
び 1枚の酸性凝灰岩とそれらをはさむ主に砂がちの地層
であることが示された．また，所々に薄い泥岩や亜炭層
を伴っている．その後，鹿野ほか (1993)により，松江層
を含めた松江地域の詳細な地質図 (25,000分の 1)が作成
された．しかし，松江層の玄武岩については，市内の相
次ぐ造成等の影響により，詳細な研究は行われておらず，
「松江層玄武岩」として一括されているのが現状である．
 本研究では，松江層中の玄武岩溶岩に着目し，各溶岩
を構成する玄武岩の記載岩石学的特徴を明らかにし，そ
の細分化に成功したのでここに報告する．なお，全岩化
学的及び鉱物化学的な詳細についても同時に研究を進め
ており，その詳細については別報を予定している (松本・
坪田，投稿中 )．
 本研究で明らかになった松江層玄武岩類の記載岩石学
的研究は，その化学的な特徴と合わせて，新第三紀の日
本海沿岸におけるテクトニクスや前後する地質時代と火
成活動の関連性を明らかにする上で重要な情報を提供す
る．

Ⅱ．地質概説

 松江層は松江市街地の中央を流れる大橋川をはさんで
その北側と南側に分布している．冨田・酒井 (1937a)及
び Tomita and Sakai (1937b)は，第三紀中新世頃におけ
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ABSTRACT
  Matsue basalt formed by the mainly alkaline basaltic volcanic activity of the Miocene, located in the central part 
of Matsue city, Shimane prefecture, southwest Japan. Matsue basalt can be classified into the six groups of lava 
bodies shown below by field survey and texture and mineral assemblage on the microscope. There are Chausuyama 
basalt, Hanamagari basalt, Agenogi basalt, Tsuda basaltic andesite, Tohkodai andesite and Rakuzan basaltic andesite 
bodies. And Matsue basalt became clear that the five rock types exists in Petrology (mineral assemblage). That is 
three basalts (Chausuyama, Hanamagari and Agenogi basalts), one basaltic andesite (Tsuda and Rakuzan) and one 
andesite (Tohkodai andesite).That is Tsuda and Rakuzan basaltic andesites have the same petrological character. 
Futhermore, chromian spinel was found out from Chausuyama and Agenogi basalts.
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表 1 松江層玄武岩類の層序学的分類
 (宮嶋ほか (1972)の一部を要約し，本研究により一部
修正 )

Ⅲ．研究方法

［野外調査］
 松江市周辺の地形図及び地質図を基に，松江層溶岩分
布域から試料を採取した．また，それらの地点における
露頭の状態を記載した．
［薄片作成］
 採取した試料から，薄片を 39枚製作した．
［記載］
 偏光顕微鏡を用いて岩石記載を行うと同時に，鉱物
や石基の量比を島根大学地学研究室の PRIOR製のオー
トマチックポイントカウンター (J0415G)にて測定し，X

線顕微鏡 (HORIBA－ XGT5000)にて，組織などの特徴
を調べた．

Ⅳ．結果及び考察

［露頭記載］

 松江市周辺の地形図及び地質図を参考に，松江層溶岩

分布域から試料を採取した．試料採取地点は図１に示す
とおりであり，松江層溶岩が連結している塊を本論文で
は岩体と呼称し，それぞれの岩体から試料間隔が均等に
なるように採取した．岩体名は宮嶋らを参考に，茶臼山
岩体，鼻曲岩体，上乃木岩体，津田岩体，東光台岩体，
楽山岩体とした．試料数はそれぞれ，茶臼山岩体から 8

試料，鼻曲岩体から 4試料，上乃木岩体から 12試料，
津田岩体から 7試料，東光台岩体から 5試料，楽山岩体
から 3試料の合計で 39試料であった．なお，野外では
鹿野ほか (1993)が述べている通り，造成の影響で露出
状況は悪いことが再確認された．しかし，風化した露頭
においても，風化核の岩石は茶臼山岩体，鼻曲岩体，上
乃木岩体では大部分の苦鉄質鉱物が変質から免れるなど
新鮮な試料であることが分かった．また，津田岩体，東
光台岩体，楽山岩体においても角閃石を除く多くの鉱物
(斜長石や輝石類 )は，ほぼ新鮮な状態を保っているこ
とが確認された．

(1)茶臼山岩体
 茶臼山を中心にほぼ円形に近い分布を示しているが露
出は悪い．しかし，山頂付近を中心に比較的露出の良い
箇所では，冷却に伴う板状の節理が観察されるなど，岩
石としては新鮮なものがほとんどである．

図 2．茶臼山岩体露頭写真：板状の節理が認めら

れる．

(2)鼻曲岩体
 鼻曲付近を中心に分布が認められる．柱状節理などが
発達した保存状態の良い露頭も数箇所で認められた．た
だ，岩体全体としての露出状況は悪い．

図 3．鼻曲岩体露頭写真：六角柱状の節理が顕著．

時代 地層名 岩相 岩体
後期
中新世

和久羅
山安山
岩

橋北地区東部を広く覆
う．

[安山岩溶岩および同
質円礫岩 ]

新
第
三
紀
　

中
期
中
新
世

松
　
　
　

江
　
　
　

層

[楽山玄武岩及び同質
円礫岩 ]
楽山公園付近に分布．

[玄武岩質安山岩溶岩
及び同質円礫岩 ]
厚さ数ｍ程度，玄武岩
の円礫のみからなる．斜
長石，輝石斑晶をもつ．

砂岩
[森脇凝灰岩 ]
橋南地区の一部と森脇
から幸町までの丘陵北
端部に分布．

[酸性凝灰岩 ]

砂岩

[東光台玄武岩 ]
東光台付近に局地的に
分布し，川津凝灰岩を
直接覆う．

[安山岩溶岩 ]
斜長石，角閃石斑晶を
もつ．

[川津凝灰岩 ]
橋南地区の東部及び橋
北地区の北部に分布．

[玄武岩質の厚い火山
礫凝灰岩 ]

砂岩

[津田玄武岩及び同質
円礫岩 ]
東津田，西尾及び朝酌
付近に分布．

[玄武岩質安山岩溶岩 ]
斜長石，輝石斑晶をも
つ．

砂岩
[上乃木玄武岩 ]
市街地に広く分布し，
分布範囲は松江層溶岩
では最大．

[玄武岩溶岩 ]
かんらん石，斜長石，
輝石などの斑晶をも
つ．

砂岩
[鼻曲玄武岩 ]
上ノ口西方の小丘を構
成し，露頭は一部柱状
節理が発達．

[玄武岩溶岩 ]
斜長石及び少量のかん
らん石と輝石斑晶を含
む．

砂岩
[茶臼山玄武岩 ]
茶臼山を構成し，布志
名層の泥岩上を直接覆
う．桂状および板状の
節理が発達．

[玄武岩溶岩 ]
肉眼でも，かんらん石
と斜長石の斑晶が認め
られる．
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(3)上乃木岩体
 松江層溶岩の中では最も広くその分布が認められる．
湖南では乃木付近に丘陵地を形成し，湖北では市街地西
方に分布する．また一部では岩脈状に細長く分布する．
また，宍道湖では，嫁ヶ島を形成している．露出状況は，
松江層玄武岩の中では比較的良い方であり，新鮮な岩石
が数十mにわたって露出していることがある．

図 4．上乃木岩体露頭写真：新鮮な岩石の連続露

頭が認められる．

(4)津田岩体
 朝酌川を挟むように橋北と橋南に分布している．橋北
の露頭に関しては比較的広い範囲で新鮮な露頭が確認で
きるが，橋南地域は風化が進んでいる露頭が多い．

図 5．津田岩体露頭写真：風化が進んだ露頭状況．

(5)東光台岩体
 東光台団地を形成するほぼ円形の台地状部分に分布す
る．開発が進み，露頭はごくわずかである．ただし採取
することができた試料は比較的新鮮であった．

図 6．東光台岩体露頭写真：露出が極めて悪い．

(6)楽山岩体
 楽山公園の西側斜面に 1.0～ 1.5ｍ程度の薄い層とし
てその分布が認められる．円礫岩様の露頭では，木の根
によって抱かれるような形状で存在している．

図 7．楽山岩体露頭写真

［鉱物記載］

 本研究では，1.0mm以上の鉱物を斑晶とし，それ以
下のものを石基として記載を行った．以下，各岩体ごと
にその特徴をまとめる．

(1)茶臼山岩体
 茶臼山岩体を構成する岩石は，主な斑晶としてかんら
ん石 (1.0～ 3.2 mm; 平均 1.5 mm)，単斜輝石 (1.0～ 2.0 

mm; 平均 1.5 mm)，斜長石 (1.0～ 3.0 mm; 平均 2.0 mm)

などが認められる．基質は，隠微晶質であり，細粒緻密
なかんらん石玄武岩である．かんらん石は一部蛇紋石
化が認められるが，斑晶，基質ともに新鮮である．ま
た，クロムスピネルと推定される不透明鉱物 (0.02～ 0.2 

mm)がかんらん石に近接して存在する．クロムスピネ
ルらしい鉱物の記載は，横山 (1977)にわずかな報告が認
められるのみで，本格的な記載は本研究が初めてである．
 石基部分は，斜長石や苦鉄質鉱物などの隠微晶物質か
ら構成される．

 

図 8．茶臼山玄武岩顕微鏡写真 (左：オープンニコル，

右：クロスニコル， 写真横幅は 2 mm)：写真

中央は新鮮なかんらん石斑晶．

(2)鼻曲岩体
 鼻曲岩体を構成する岩石は，主な斑晶として斜長石
(1.0～ 5.2 mm; 平均 1.5 mm)，かんらん石 (1.0 mm程度 )

と単斜輝石 (1.0～ 2.2 mm; 平均 1.2 mm)からなる含か
んらん石単斜輝石玄武岩である．苦鉄質鉱物には，かん
らん石斑晶は少なく，そのほとんどが単斜輝石である．
 石基部分は，斜長石を主として単斜輝石を伴う．
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図 9．鼻曲玄武岩顕微鏡写真 (左：オープンニコル，
右：クロスニコル，写真横幅は 2 mm)：斜
長石及び単斜輝石斑晶．

(3)上乃木岩体
 上乃木岩体を構成する岩石は，主な斑晶として，かん
らん石 (1.0～ 4.5 mm; 平均 1.8 mm)，単斜輝石 (1.0～ 2.0 

mm; 平均 1.2 mm)，斜長石 (1.0～ 4.0 mm; 平均 1.8 mm)

からなる，かんらん石単斜輝石玄武岩である．
 かんらん石には多くのクロムスピネルと推定される不
透明鉱物 (0.02～ 0.2 mm)が近接して認められる．
 石基部分は，斜長石やかんらん石，隠微晶質物質など
で占められているが，石基を占める斜長石が，茶臼山玄
武岩に比べるとやや大きい傾向がある．

図 10．上乃木玄武岩顕微鏡写真 (左：オープンニ
コル，右：クロスニコル )：写真中央にか
んらん石及び斜長石斑晶．

(4)津田岩体
 津田岩体を構成する岩石は，主な斑晶として，斜長石
(1.0～ 4.0 mm; 平均 1.8 mm)，単斜輝石 (1 mm程度 )が
認められるが，単斜輝石は少量含まれる程度である．鉱
物の組み合わせと量比から，単斜輝石玄武岩質安山岩と
記載できる．
 石基部分は，ほとんどが斜長石を主とした隠微晶質物
質から成り，単斜輝石をわずかに含む．また，橋南につ
いては変質がより進んでいることが分かった．

図11．津田岩体顕微鏡写真 (左：オープンニコル，右：
クロスニコル )写真中央は単斜輝石斑晶．

(5)東光台岩体
 東光台岩体を構成する岩石は，主な斑晶として，単
斜輝石 (1.0～ 5.0 mm;平均 1.2 mm)，斜長石 (1.0～ 2.4 

mm; 平均 1.5 mm)，角閃石 (1.0～ 1.8 mm; 平均 1.2 mm)

が認められる含輝石角閃石安山岩と記載できる．また，
しばしば斜長石と単斜輝石からなるガブロ様のゼノリス

が認められる．ガブロ様のゼノリスの報告は本研究が初
めてであり，今後鉱物化学的な記載によって，松江市直
下の下部地殻～最上部マントルの性質の解明が期待され
る．
 石基部分は，斜長石と隠微晶質物質で構成される．

図 12．東光台岩体顕微鏡写真 (左：オープンニコル，
右クロスニコル，写真幅は 2 mm)：写真中
央の有色鉱物は角閃石．

(6)楽山岩体
 楽山岩体を構成する岩石は，主な斑晶として，斜長石
(1.0～ 4.0 mm; 平均 1.8 mm)，単斜輝石 (1 mm程度 )が
認められる．全体に斑晶の量は少ない．また，苦鉄質鉱
物については酸化され変質したものが多く観察された．
鉱物組み合わせや組織から津田岩体の岩石と極めて類似
することが分かった．

図 13．楽山岩体顕微鏡写真 (左：オープンニコル，
   右：クロスニコル )：写真中央に斜長石斑晶．

［モード測定］

 偏光顕微鏡を用いて，鉱物と石基のモード測定を行っ
た．測定結果を表 2，及び表 3に，各岩体の平均値と鉱
物モード組成との関係を図 14に示した．
 モード測定の結果（図 14）から茶臼山岩体は，斑晶
の占める割合が最も多く，かんらん石が多く含まれてい
ることで他の岩体の岩石から区別できることが分かっ
た．また，東光台岩体には特徴的に角閃石が認められ，
安山岩組成であり，明瞭に他岩体と区別できる．また，
津田岩体と楽山岩体とは鉱物量比や組み合わせから同質
の岩石学的性質を有していることが分かった．また，鼻
曲岩体と上乃木岩体とは，かんらん石の有無によって区
別可能である．以上のように，本研究を通じて，鉱物の
有無や組み合わせ，および斑晶量から松江層の玄武岩類
は記載岩石学的にみて少なくとも５つの種類に分類する
ことができることが明らかになった．つまり，岩体の地
理的な分布域を参考に，図 14で示したような含有鉱物
の特徴の差異 (数％のモード差 )が認められたことは，
記載岩石学的に松江層玄武岩類の細分を可能にした．こ
のことは，層序学的に松江層を区分していく上において
も極めて重要な制約条件を与えることになる．
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［ X線顕微鏡分析］
 鉱物や基質の化学的な特徴を予察的に把握するため
に，Ｘ線顕微鏡（XGT）で代表的な岩石の表面分析
を岩石薄片上で行った．分析は，島根大学教育学部の
HORIBA-XGT5000を用いた．下記に X線顕微鏡分析
をした際の条件を示す．
・XGT径：100μｍ ・走査幅：23.040 mm

・積算回数：1回 ・画素数：256 ・測定時間：599秒
・縦 /横比：１：１ ・Ｘ線管電圧：30 kV

・電流：1.00 mA  ・パルス処理時間：Ｐ３ 
・透過Ｘ線強度：７
・設定元素：Na，Mg，Al，Si，P，S，Cl，K，Ca，Ti，
      Cr，Mn，Fe，Ni，
 代表的元素の組成像（茶臼山の玄武岩）を図 15に示
した．単斜輝石の存在を示す Caに関するものを図 15(a)

に，かんらん石の存在を示す Feに関するものを図 15(b)

に，クロムスピネルの存在を示す Crに関するものを図
15(c)にそれぞれ示した．
 X線顕微鏡分析によって得られた元素組成図によっ
て，かんらん石斑晶の近傍の不透明鉱物には Crの濃集
が認められた．Crを主成分とする造岩鉱物は，地殻お
よびマントル中では唯一，クロムスピネルであることか
ら，松江層玄武岩類の一部には，かんらん石に伴われ
る形でクロムスピネルが存在していることが明らかに
なった．このことは，松江層玄武岩類の活動を解明する
うえで大変貴重な発見である．今後は，詳細な鉱物化学
的な特徴を明らかにし，松江層玄武岩類をもたらした起
源マントルの性質の解明が期待される．

 

図 15 茶臼山玄武岩の元素組成図

   (a)Ca , (b)Fe , (c)Cr

Ⅴ．まとめ

 本研究では，松江層玄武岩類を記載岩石学的視点に基
づいて研究を行った．その結果，野外調査では鹿野ほか
(1993)の示す通り，玄武岩類分布域の多くが造成等の影
響で岩石の露出状況が悪いことが再確認された．しかし，
風化した露頭においても，風化核の岩石は，ほぼ新鮮な
状態を保っていることがわかった．
 また，宮嶋ほか (1972)を参考に，玄武岩類をその地理
的な分布から各岩体に分けて，顕微鏡観察による記載，
モード組成の測定などを行った．
 その結果，松江層玄武岩類は記載岩石学的には５つの
グループに分類することができることが明らかとなっ
た．また，本研究においては，モード測定の結果などか
ら，宮嶋ほか (1972)が層序学的に異なるとした津田玄武
岩と楽山玄武岩は，岩石学的には同じ性質を有している
ことがわかった．
 さらに，X線顕微鏡の分析で，かんらん石に近接する
いくつかの不透明鉱物で，クロムスピネルの存在が明ら
かになった．これは今後，松江層玄武岩類の起源マント
ルの性質を考える上で重要な発見となった．
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図 14 岩体ごとの鉱物モード組成の関係
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